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令和６年度 第 1回苫小牧市民文化芸術審議会 会議概要

       日 時：令和６年７月３０日（火）１３：３０～１４：４０

       会 場：苫小牧市役所９階 第１委員会室

出席委員：居島委員、川山委員、坂井委員、佐竹委員、中川委員、

     中田委員、松原委員、南(正)委員、宮川委員  計９名
欠席委員：南(史)委員  計１名
事 務 局：山本副市長、園田教育部長

     生涯学習課 河本課長、斉藤課長補佐、小林主査

１ 開会 （進行）河本課長

２ 委嘱状交付（山本副市長から交付）

３ 山本副市長挨拶

４ 委員・事務局員自己紹介

５ 会長・副会長選出（会長：坂井委員、副会長：松原委員）

６ 会長・副会長挨拶

７ 審議会の活動状況について（河本課長から説明）

８ 議事 （進行）坂井会長

（１）令和６年度苫小牧市民文化芸術振興助成事業の追加申請について

  市民文化芸術振興助成事業の概要と令和６年度助成事業の追加分として申

請のあった３件について、事務局より説明。

＜主な質疑＞

会  長：助成金追加申請一覧表の３つですね。輝く子供たちのためのコンサ

ート・ワークショップ、邦楽アンサンブル、MUSIC CIRCUS とい
うことで、輝く子供たちは以前にも助成対象となっていますね。あ

との２つは新規です。それではひとつずついきましょうか。まず１

番の輝く子供たちのためのワークショップ・コンサート、これにつ

いてご意見のある方いらっしゃいますでしょうか。

委  員：長くやっている事業ですよね。ワークショップをやるというところ

が補助金の対象となる取組みになるのかなと思いますけど。

会  長：そうですね。ワークショップをやるということで。今回はチェロと

合唱とパーカッションをやるようですね。

委  員：いい事業だと思いますけどね。

委  員：一昨年もやっていますけど、そのときのワークショップの参加者っ
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てどれくらいか事務局でわかりますか。

事 務 局：手持ちの資料がなく、詳細はお答えできません。

委  員：わたしもそれを聞きたいんですけどね、チェロのワークショップを

して一体どれくらい集まるのか、合唱のワークショップなんかはあ

る程度人数がいないとならないんじゃないかな。パーカッションに

も非常に独特な種類が多い分野であると思うんだけど、これまでこ

うやって補助を受けてきたということはそれなりの実績があってと

いうふうに事前に資料を見ていたんですけど、チェロをやってる人

がそんなにたくさん居てワークショップに参加するのかなって思っ

たんですよね。で、参加予定人数が２４名ってことで、チェロが何

人、合唱が何人ってきっと目安があるんだろうなと思いました。

委  員：多分、自分のところのピアノ教室の人数を目安にしてるんじゃない

かなと思いますね。チェロがワークショップに入っているのは不思

議に思ってました。だから前回どんな内容のワークショップだった

のかなってわかればと思ったんですよね。

委  員：去年も補助金出してるんですよね。

委  員：一昨年ですね。令和４年。

事 務 局：昨年は、コンサート会場が押さえられなかったということで、ワー

クショップのみで和楽器の体験を開催されたと伺っております。

会  長：ほかにご意見ございますか。

委  員：金額的には問題ないと思います。会場費も謝礼もよくある金額かな

と。ワークショップの参加料はそんなに取るのかって思いますけど、

この予算書は常識のなかでやっていただいているのかなと思ってい

ます。ワークショップの中身は気になりますけど。

事 務 局：内定となれば、交付申請の際に詳細を確認したいと思います。

会  長：では、１番については内定ということでいいですか。

委員一同：はい。

会  長：それでは次、２番の邦楽アンサンブル舞里音です。場所は三星本店

ハスカップホールで入場料は無料。助成の申請は初めてですけど、

このグループはいろんなところでやってますよね。

委  員：アウトリーチなんかもやってますよね。見たことあります。アート

フェスや市民文化祭も出てるし、合唱団と共演したり、たくさんの

活動をされてますよね。老人ホームとかに行ったりとかもあります

し。これが初めて出てきたというのが不思議ですね。

委  員：舞里音は今言われたような活動をずっとされていて、こういった演

奏会を年に１回か２回必ずされてるんです。要綱第３条の「申請者

の年間活動運営事業」にあたるんじゃないかってことは思ってて。

ただ１５周年ってことで、周年事業はいいよって話も以前ありまし
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たよね。「１５周年記念」とかって入れてやったらどうなのかなって。

このあと言おうと思ってたんですけど、今後交付要綱の変更を検討

しようと思っています。今までいた委員の皆さんはよくご存じだと

思いますけど、いろんなとこで中身がわかんないところだったり、

うやむやなところがあったり、はっきりできるかわかんないですけ

ど、審議をして決めていったらどうだろうって今年中にやろうかな

って思っています。そのなかで周年事業だけにするのかとか、年間

活動はどうするかとか考えないといけないと思っていますけど、現

時点では周年事業だけとなってますから、事務局の方から必ずポス

ターとかに１５周年記念とかって入れるように言ってもらわないと

これはＯＫ出せないのかなっていうふうに思ってます。

会  長：今の件は事務局からお話してもらってるんですよね。

事 務 局：しています。今回内定となれば改めて伝えたいと思います。

会  長：他にご意見ございますか。

委  員：わたしの理解が追いついていないところもありますけど、この要綱

の助成しない要件の「年間活動運営事業」、これってこの前の申請の

輝く子供たちのコンサート実行委員会が毎年やられてはいますよね。

これはこのなかに含まれないんですか。毎年の年間活動に入るのか

なっていうふうにも受け止められるんですけど、その辺ってどうい

う違いあるんでしょうか。

委  員：受け止められますね。この主催者はピアノ教室の先生なんですね。

教室の演奏会だったらそれはアウトでしょうね。今回は子供たちを

集めてチェロとか合唱もやるよってことで、今までワークショップ

をやるっていうのがいい評価なので認めてたのはたしかなんです。

そうなると、やっぱり認めざるを得ないって言い方をしたら横柄か

もしれませんけど、これからまた決めないといけないこともあるの

で、そのお題目として挙げる必要はあるのかなというふうに思って

いますけど。あくまでも自分たちの活動っていうのは、吹奏楽でい

うと定期演奏会、合唱もそうですね。お稽古事の発表会とかそうい

ものはちょっと難しいという考えなんですよね。

委  員：私個人的には、この前の輝く子供たちのコンサートって、今後見込

まれる効果のところにいろいろ書かれていて、将来もこういうコン

サートをやりたいっていうような夢も書かれていて、審議会委員が

機械的に判断するのではなくて、こういうところも含めて総合的に

評価をされる場なのかなって思っておりまして。そういう意味では、

わたしは全然、ルールがどれだけ厳しいかっていうところを確認し

たかっただけなんですけど、個人的にはどちらもやっていいのかな

というふうに思っております。
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会  長：その辺りはいつも話題にあがっていました。

委  員：そうなんですね。

会  長：２番については１５周年ということもありますし、１番と２番につ

いてはそれぞれ内定ということにします。次、３番ですね。MUSIC
CIRCUS in TOMAKOMAIで、助成額が 49万円です。出演者も
全て決まってるわけではないようですね。有名な方もいらっしゃる

ようですが、入場料はなしということですね。

事 務 局：補足させていただきたいのですがよろしいでしょうか。

会  長：お願いします。

事 務 局：入場料についてですが、リストバンドをチケットとして 1500円で販
売して入場者につけてもらうという話がありまして、その場合は入

場料収入として見ることになります。

会  長：物販ではなくて入場料ということでいいんですよね。あくまでもチ

ケットとしてのリストバンドということで。

事 務 局：その通りです。ですので、入場料収入とチケット制作代が予算書に

計上されることになります。

委  員：そこが大きなポイントになるかと思いますね。

委  員：入場料取るってことは助成額下がりますよね。

事 務 局：1500円でとなれば、助成額が今は 49万となっていますが、27万円
くらいになります。

委  員：前に似たようなやつやってて、それを参考にしてるのかなと思うん

ですけど、事務局から説明してもらっていいですか。

事 務 局：昨年、文化会館で TOMAKOMAI Collectionとして、市内で活動す
るアーティストやダンサーのステージを開催され、要望計画書３ペ

ージの「その他・特記事項」に類似業として記載されています。

委  員：だからそれを今回参考にしてるってことですよね、謝礼とか印刷費

とかいろいろありますけど。で、動画を作りたいってありますよね。

前回も作ってたと思うんだけど。

事 務 局：動画につきましては、開催当日ステージ上の演出で使用するものと

伺っております。

委  員：ちょっと委員の皆さんに見ていただきたいんですけど、予算の中の

出演料、作曲料、デザイン料、宣伝・印刷費。こうやって金額出て

ますね、この金額って他の申請者が申請されたらいろんな金額で出

てくるんです。ですから、定まってないのはたしかなんです。で、

審議会の中で今まで侃々諤々出てきてたのは、これを高く見るのか、

安くていいよねと見るのか。この金額でどうやって出てきたんだろ

うねって。もっと具体的に言うと、チラシを何万枚も作って、それ

どうするのって聞いたら新聞折り込みに入れるんですって。あれ結
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構お金かかるんですよね。そういうことをやりますっていうのも出

させてるんですけど、この金額ってあるようでないようだって思っ

ていますので、皆さんの方でもちょっと考えていただいて意見とか

を出していただいた方がいいかなと思います。作曲料もわざわざ会

場 BGM作らないといけないのと思いますね。
委  員：この新井田さんってどういう方なのかな。なんか写真をやられてい

てフォトコンクールでも入賞されているようで。予算書を見ると、

手伝いの方とかの謝礼もないようですし、これだけのものをやるの

にこの人 1 人でやるのか、それかグループがいるのか、支援団体が
いるのか、その辺がよくわかんないんですよね。

委  員：噂によると出演アーティストの舜将さんがメインでやってるみたい

ですよ。

委  員：参考までになんですけど、この舜将さんっていう方は先週山なみ学

級に来られました。あおば学級、それからトピリカ学級にも行って

るはずです。で、不登校の子供たちに来てほしい、ここにも書いて

あるんですけど支援を必要としている子供たちということで。それ

が実現するかどうかわからないですけど。先週山なみ学級に来られ

たときも、子供たち相手にお話しをして、歌を聴かせて。８月の頭

に市役所でやるんでおいでって、子供たちに全部声かけてるはずで

す。子供たちが行くかどうかわかんないですけど、そこはあくまで

も自由なので。随分、思い入れが強いようですね。CDも出されてい
て、だからこの作曲料とかもしかしたら舜将さんに払われるのかな

って思いますけど。

委  員：MUSIC CIRCUS って同じ名前でイオンで観覧無料イベントをやっ
てますね。それとの違いは何なのかなってところを見てましたけど。

委  員：同じなんでしょうね。

会  長：ちょっと整理しますね。入場料収入があったとして、助成額が 27万
くらいという予想ですね。それは入場予定者数 300人ってことで。

事 務 局：今回の入場予定者数は 295 人となっています。要綱で定員の６割を
目指すということになってまして、アイビープラザを使用すると 216
名ですのでそこはクリアしています。

会  長：ご意見ございますか。CD売ったりとかしないですよね、物販とか。
事 務 局：そこは、今回内定となった際には交付申請の時に伝えていきます。

委  員：歌手が自分をアピールするためにっていう感じもあるんだけど、ひ

とつ救いがあるとすれば、この支援が必要な子供たちにも出演して

もらって、こういうところも募集してやっていくよということで。

これがなかったら興行なんじゃないかなって感じもしますけど。

委  員：そうですね、前回興行でしょって判断したのあったじゃないですか。
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そんなふうになっちゃいますよね。

委  員：もう活動してるんですよね、山なみ行ったり、いろんなところに行

ったり。

委  員：文化会館で毎年２月か３月にやっている障がい者関係の演奏会とか

あって、これは審議会でも非常に良いって評価されていて、それと

同じ考えでやっていただいた方がいいんじゃないですかね。

委  員：そうですね。

委  員：中身はもう１回確認してもらってにはなりますけど。ほんとに入場

料取るのとか。

事 務 局：出演者などまだ決まっていないところもありますので、確認してい

きたいと思います。

会  長：特に入場料のところはきちんと確認していただいて。あと物販はし

ないというところですね。あとこれについてご意見ございますか。

なければ内定ということでいきたいと思います。

※助成事業追加申請３件を内定とすることで了承を得る。

（２）苫小牧市民文化芸術振興助成金交付要綱の見直しについて

  苫小牧市民文化芸術振興助成金交付要綱の見直しについて、事務局から説

明。

＜主な質疑＞

会  長 ただいま事務局より説明していただきましたけど、何か質問・ご意見あ

ればお願いします。特になければ、検討委員会を設置ということでよろ

しいですか。

委員一同：異議なし

会  長 それでは、「検討委員会は審議会委員のうちから、会長が指名する者で

組織する」と検討委員会設置要綱第３条にありますので、松原副会長、

中川委員、中田委員の３名を指名したいと思います。よろしいでしょう

か。

委員一同：異議なし

会  長：では、（２）苫小牧市民文化芸術振興助成金交付要綱の見直しについては、

原案通りということで進めます。なお、助成金交付要綱検討委員会に選

出された委員におかれましては、本審議会終了後に引続き検討委員会を

開催いたしますので、ご出席の程よろしくお願いいたします。

※苫小牧市民文化芸術振興助成金交付要綱の見直しについて承認を得る。
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３ その他

＜質疑応答＞

会  長：全体を通して、何かございますか。もしなければ今日初めて来られ

た方もいらっしゃいますので、一言いただければと思います。

委  員：苫小牧での勤務がほとんどないので、こういう組織があってこうい

うふうに運営されているんだなと大変勉強になりました。少しでも

力になれるように頑張っていきたいなと改めて思いました。

委  員：申請されている皆さんは目的を持っている方が多いなと思っていま

して、我々はそこを的確に審議していく場だと思うので、可能な限

り申請者側の立場に寄り添いながらできればなと思います。

委  員：苫小牧の文化芸術は低いって言われていますけど、このような助成

金があって活発になっていったらいいなと思います。この制度があ

ることは市民にとっても心強いと思います。

委  員：申請される方は熱心な方、思いの強い方だとは思うんですけど、よ

く見るメンツで真新しいものはないなというのが率直な感想です。

これが文化芸術の振興になるのかマンネリ化を助長しないのか厳し

く見ていければと思います。

委  員：皆さんおっしゃる通りで、申請者の中にも補助金もらえるなら出す

だけ出してみようっていうような方たちも実はいるんです。なので、

今後の方向性とかこの補助金がなくても将来できますかっていうの

を見ていこうっていう経過があって、申請者にもその辺をしっかり

頭に入れていただいて申請してもらえればありがたいなっていうの

が今の僕たちの気持ちなんです。それを見込んで皆さんで審議して

いければと思いますのでよろしくお願いします。

９ 閉会 １４時４０分


